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酷

暑

の

候

宮

崎

県

防

衛

協

会

青

年

部

会

宮

崎

支

部

会

員

に

於

か

れ

ま

し

て

は

、

益

々

ご

清

福

の

段

、

大

慶

至

極

に

存

じ

上

げ

ま

す

。

皆

様

に

は

日

頃

よ

り

当

支

部

運

営

に

際

し

て

特

段

の

ご

高

配

を

賜

り

、

深

甚

な

る

敬

意

を

表

す

と

共

に

、

倍

旧

の

ご

支

援

を

伏

し

て

お

願

い

申

し

上

げ

る

次

第

で

す

。

過

ぐ

る

七

月

一

日

は

延

岡

総

合

文

化

セ

ン

タ

ー

に

於

い

て

「

日

本

会

議

宮

崎

県

北

支

部

」

記

念

講

演

が

盛

大

に

開

催

さ

れ

、

伊

藤

哲

講

師

か

ら

「

日

本

の

皇

統

」

に

つ

い

て

、

誠

に

含

蓄

の

あ

る

、

そ

し

て

大

変

興

味

深

い

講

話

を

拝

聴

さ

せ

て

頂

く

機

会

に

恵

ま

れ

ま

し

た

。

さ

て

同

十

六

日

夜

か

ら

十

七

日

午

前

に

実

施

さ

れ

た

「

統

合

防

災

演

習

」

で

、

陸

自

第

一

師

団

の

要

員

が

道

路

寸

断

や

電

話

不

通

想

定

の

中

、

被

害

状

況

や

出

動

要

請

を

確

認

す

る

為

、

東

京

二

十

三

区

全

て

の

庁

舎

に

徒

歩

で

出

向

い

た

際

、

そ

の

中

の

十

一

区

が

隊

員

の

庁

舎

内

立

ち

入

り

を

拒

絶

し

た

と

の

報

道

を

聞

き

、

我

が

耳

を

疑

い

ま

し

た

。

千

代

田

区

を

初

め

自

衛

官

立

ち

入

り

を

拒

否

し

た

十

一

区

の

表

面

的

理

由

は

「

区

民

と

の

接

触

を

避

け

て

欲

し

い

・

迷

彩

服

姿

等

を

見

せ

な

い

で

欲

し

い

」

と

の

事

で

し

た

が

、

そ

の

背

景

に

は

「

外

圧

」

が

あ

り

、

十

二

区

の

市

民

グ

ル

ー

プ

か

ら

「

自

衛

隊

に

区

の

施

設

を

使

わ

せ

る

な

」

と

文

書

申

し

入

れ

が

あ

り

、

練

馬

区

は

住

民

監

査

請

求

ま

で

受

け

た

そ

う

で

す

。

何

と

、

申

立

人

は

「

自

衛

隊

員

に

区

役

所

の

水

や

電

気

を

使

わ

せ

る

の

は

違

法

だ

」

と

も

主

張

し

て

お

り

、

当

該

区

の

自

衛

隊

担

当

者

は

「

統

合

防

災

演

習

実

施

決

定

後

に

反

対

運

動

が

激

し

く

な

り

、

拒

否

派

の

区

が

増

え

た

」

と

の

説

明

を

し

て

い

ま

し

た

。

ま

た

あ

る

区

の

担

当

課

長

は

「

反

対

運

動

の

凄

ま

じ

さ

と

圧

力

が

き

つ

か

っ

た

。

区

民

の

命

を

守

る

事

が

第

一

と

思

う

の

で

す

が

・

・

・

」

と

も

話

さ

れ

て

い

た

よ

う

で

す

。

十

七

年

前

の

阪

神

大

震

災

で

は

、

兵

庫

県

知

事

か

ら

自

衛

隊

に

派

遣

要

請

が

届

く

ま

で

に

四

時

間

も

掛

か

り

、

そ

の

震

災

発

生

以

前

の

兵

庫

県

や

神

戸

市

主

催

の

防

災

訓

練

に

自

衛

隊

は

招

か

れ

ず

、

そ

れ

が

震

災

救

援

活

動

の

大

き

な

妨

げ

に

な

っ

た

事

実

も

判

明

し

て

い

ま

す

。

陸

海

空

自

衛

隊

と

の

連

携

が

地

域

防

災

に

ど

れ

ほ

ど

重

要

か

は

昨

年

の

東

日

本

大

震

災

で

再

確

認

し

た

は

ず

で

あ

り

、

反

対

す

る

市

民

グ

ル

ー

プ

の

真

意

が

全

く

理

解

で

き

ま

せ

ん

。

自

ら

も

被

災

者

で

あ

り

乍

ら

、

自

衛

官

で

あ

る

が

故

、

迷

彩

服

を

着

て

い

る

が

故

、

家

族

の

捜

索

や

自

宅

の

片

付

け

は

後

回

し

に

し

て

、

任

務

に

没

頭

す

る

隊

員

の

心

情

を

窺

う

と

き

、

自

衛

官

は

何

の

為

に

、

何

を

守

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

の

か

、

非

常

に

複

雑

な

思

い

に

囚

わ

れ

ま

す

。

大

凡

四

十

年

前

、

私

が

勤

務

し

た

市

ヶ

谷

第

三

十

二

連

隊

本

管

中

隊

の

警

備

担

当

地

区

は

南

多

摩

の

日

野

市

で

し

た

が

、

年

に

一

度

の

防

災

訓

練

と

民

泊

は

中

隊

員

の

楽

し

み

で

あ

り

、

特

に

若

い

営

内

班

員

は

、

遠

い

故

郷

の

お

袋

の

味

を

思

い

出

す

一

夜

で

も

あ

り

ま

し

た

。

こ

ん

な

原

風

景

が

見

知

ら

ぬ

同

胞

の

為

「

事

に

臨

ん

で

は

危

険

を

顧

み

ず

、

国

民

の

負

託

に

応

え

ら

れ

る

」

精

強

な

自

衛

官

を

醸

成

す

る

、

と

信

ず

る

者

は

私

一

人

な

の

で

し

ょ

う

か

。

猛

暑

の

砌

、

熱

中

症

等

に

ご

留

意

の

上

、

呉

々

も

ご

自

愛

専

一

に

お

過

ご

し

下

さ

い

。

平

成

二

十

四

年

八

月

一

日

宮

崎

県

防

衛

協

会

青

年

部

会

宮

崎

支

部

長

小

倉

和

彦
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